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日本語会話におけるプロジェックワークの実施 

（ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科の 3 年生

6 学期の場合） 

ウランダリ 

２０１３０８３００４６ 

要旨 

本研究は日本語学習者、特にジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教

育学科の 3 年学生におけるプロジェックワークの実施である。日本語教育

の学習者調査について、インフォメーションの調べるために、インターネ

ットを使わなければならない。そのことは、個人になるでなく、協力とコ

ミュニケーションがない。しかしプロジェックワークを使用することによ

って、学習者の会話を高められる。 

本研究の目的は「実用会話の授業における」、プロジェックワークの実施

を観察する。また、「実用会話の授業における」、学習者の反応を観察す

る。 

データの分析に、観察とアンケートとインタビューは関係がある。データ

の結果から、プロジェックワークの実施で、日本語の能力を高めることが

でき、モティベーションと活動的を高められる。 

会話の授業の間に、学習者の問題は、日本語の能力だけでなく、自身のこ

とも大切である。アンケートの結果から、プロジェックワークの実施した

後、(84.8%)が最もよく自身がある。そして、インタビューの結果から、

発表によると、学習者は日本語の能力を高められる。また、アンケートの

結果から、プロジェックワークの実施では、(87.9%)は日本語の学ぶする

にあたり、モティベーションを高められる。そのことだけでなく、プロジ

ェックワークの実施では、ソフトスキルを立ち上がれる。たとえば、想像

力とグループの協力とコミュニケーションの能力と発表の能力である。 

 

キーワード：日本語、プロジェックワーク、教育、モティベーション 
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1. 序論 

 

小川 (1982:636) は「話す」ということは人と「人の間で意思を伝えあう、

いわゆるコミュニケーションであり、その形には１人対１人、１人対多数、

多数対１人などがある」と述べている。 

現在、最新テクノロジーがあるから、携帯電話を使用するだけで、すべて

の情報が知られる。そのことから、生活がもっと便利になる。 

日本語教育の学習者調査について、インフォメーションの調べるために、

インターネットを使わなければならない。そのことは、個人になるでなく、

協力とコミュニケーションがない。しかしプロジェックワークを使用する

ことによって、学習者の会話を高められる。 

Mansoor (1997: 10) は プロジェックワークはコラボレーションの授業で

ある。プロジェックワークの中で、三段階があり、情報をあつめ、情報を

重ね、最後は発表する。そのことから、日本語の能力が高めるだけでなく、

モチベーションと学習者の積極的も高める。 

本研究では、学習者は、インタビューのテーマをグループで決める。そし

て、全ての情報をあつめる。情報をもらうことができるために、インタビ

ューをされる。つまり、コミュニケーションはもっと大切なことである。

コミュニケーションをされるために、学習者はそのテーマをわかる。この

プロジェックワークのインタビュー対象者は、日本人である。学習者はじ

めて会う目上の日本人と話せば、それは難しいである。それから、 

インタビューする前に、学習者はインフォメーションを整理し、ことがで

きる。友達と一緒に協力する。最後の段階は発表する。 

本研究のサンプルは、ジョグジャカルタムハマディヤ大学日本語教育学科

の 3 年生 6 学期である。 
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A. 問題の設定 

1) ジョグジャカルタムハマディヤ大学には、実用会話の授業で、

どのようなプロジェックワークの実施するか。 

2) 学習者の応答には、実用会話の授業で、どのようなプロジェッ

クワークの実施するか。  

 

B. 研究の目的 

 

1) 「実用会話の授業」における、プロジェックワークの実施を観

察するためである。 

2) 「実用会話の授業」における、学習者の応答を観察するためで

ある。 

先行の研究は、 Indah (2015)の論文のタイトルは  “Penerapan Model 

Pembelajaran (Project Based Learning) Untuk Meningkatkan Hasil Belajar 

Keterampilan Berbicara Siswa Kelas V A SDN Ajung 03”である。本研究には、

研究者の論文が同じである。しかし、研究の方法と研究のインストルメン

が違う。先行研究で、テストで使用する。一方、本研究の論文には、テス

トを使用しない。また、Hauroni (2015)の論文のタイトルは, “The Use of 

Project Based Learning in Teaching Analytical Exposition Text to Improve 

Students Speaking Skill” である。先行研究には、データの収集をまらうた

めに、観察とインタビューだけで使用する。 
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2. 本論 

 

A. データおよび研究の方法 

 

本研究には、研究者の研究の方法はコンビネーションで使用する。

一方定量分析のデータと定性のデータはコンビネーションをされる。

しかし最も大切のデータは定量分析のデータであり、定性のデータ

は補足のデータである。研究のインストルメンは観察とアンケート

とインタビューとドキュメンテーションを使用する。データの収集

は、テストを使用しない。データの方法を使うのは、観察のテクニ

ックとアンケートのテクニックとインタビューのテクニックとドキ

ュメンテーションのテクニックである。 

本研究には、データの分析が観察とアンケートとインタビューとド

キュメンテーションを使用する。観察のデータのために、周期の方

法を使用する。観察のデータを使用するだけが十分ではないから、

アンケートのデータが必要である。 

 

B. 分析の結果と考察 

 

データの分析結果から、プロジェックワークの実施における、日本

語の能力が高めるだけでなく、モチベーションと学習者の積極的も

高める。本研究で、研究者のデータの分析についてのべたいと思う。 

1) I 周期には、意見を伝えるとき、学習者は自身がない。しかしプ

ロジェックワークの実施で、学習者は自身を高められる。7 番

のアンケートのデータには、学習者を選ぶによって、(84.8%)が、

プロジェックワークの実施を使用することによって、自身を高

められる。 
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2) II 周期には、学習者は意見の文法を理解することができない。

しかしプロジェックワークの実施で、学習者は意見の文法を理

解することができる。20 番のアンケートのデータにおける、学

習者を選ぶによって、(75,7%)が、プロジェックワークの実施を

使用することによって、意見の文法を理解することができる。 

3) I 周期には、学習者はインタビューの文法理解することができな

い。しかし、プロジェックワークの実施で、学習者はインタビ

ューの文法を理解することができる。そのことはアンケートの

データを見られる。22 番のアンケートのデータには、学習者を

選ぶによって、(78,8%)が、プロジェックワークの実施を使用す

ることによって、インタビューの文法を理解することができる。 

4) II 周期には, 学習者は質問を日本語で答えたいとき、まだ困惑

する。プロジェックワークの実施で、学習者は質問を日本語で

使用することができる。そのことはアンケートのデータを見ら

れる。8 番のアンケートのデータには、学習者を選ぶによって 

(84.9%)が、プロジェックワークの実施を使用することによって、

質問を日本語で使用することができる。 

5) III 周期には、学習者は発表するとき、最も自身と最も創造的に

なることができる。そのことはアンケートのデータを見られる。

二番のアンケートのデータには、学習者を選ぶによって、

(66.7%)が、プロジェックワークを使用することによって、発表

するとき、最も自身になることができる。そして、14 番のアン

ケートのデータにおける、学習者を選ぶによって、(72.8%)が、

プロジェックワークを使用することによって、発表するとき、

最も創造的になることができる。アンケートのデータの結果か

らだけでなく、5 番のインタビューのデータによって、発表す

るとき、プロジェックワークが面白くなる。 
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6) III 周期には、プロジェックワークを使用することによって、学

習者はインタビューの流れと発表の結果流れを理解することが

できる。そのことはアンケートのデータを見られる。四番のア

ンケートのデータには、学習者を選ぶによって、(84.8%)が、プ

ロジェックワークを使用することによって、インタビューの流

れを理解することができる。そして、5 番のアンケートのデー

タにおける、学習者によって、(90.9%)が、発表の流れを理解す

ることができる。 

7) 七番のインタビューのデータには、日本語の能力を高めるため

に、学習者は発表することを選ぶ。なぜなら、発表する。とき、

日本語で使用しなければならない。 

3. 結び 

 

A. 結論 

 

授業の結果からと全てのデータの分析結果から、次のようにまとめ

ることができる。 

1) プロジェックワークの実施使用することによって、ジョグジャ

カルタムハマディヤ大学日本語教育学科の 3 年生 6 学期の場合

には、日本語の能力と活動のこととモティベーションを高める。

そのことは、3 段階によってした。 

 

a. 授業計画 

 

本研究には、先生は授業の目的を教え、インタビューのテー

マをグループで決め、授業を初めて前には質問をあげ、学習

者のチャンスをあげるには、友達と一緒に相談し、プロジェ

ックワークの段階を説明し、学習者の活動を観察し、ディス
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カッションの流れを説明し、インタビューの流れを説明し、

発表の流れを説明する。 

 

b. 発表のこと 

 

本研究には、学習者は日本語で発表することができる。各グ

ループには、発表の分配が同じはずである。発表するから、

各グループのプロジェックの結果を見られるためである。 

 

c. 評価、 

 

評価には、先生は学習者に評価する。評価の方法は、学習者

の経験のプロジェックワークの実施中を refleksi する。 

 

2) プロジェックワークの実施を使用する間に、学習者は最もよく

なる。 

a. 学習者はモティベーションを高められる。 

b. 学習者は授業の問題のことを終わらせる。 

c. 学習者は日本語の能力を高められる。 

d. 学習者はグループの協力を高められる。 

e. 学習者は時間を守られる。 
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B. 提案 

 

1) 教師のため 

 

モティベーションと創造的と日本語の能力を高められるのため

に、授業のバリエーションが必要である。学習者の創造的をふ

くられるのために、各グループは 5 人で構成する。 

 

2) 他の研究者のため 

 

本研究には、最も大切データは観察のデータである。これで、

最もよくなったら、すべてのデータがバランスである。そして、

本研究には、観察使用ことによって、日本語の能力を知られる。

しかし、最もよくなったら、日本語の能力をしられるために、

テストを使用すると考える。つまり、本研究を膨らすために、

プロジェックワークの効果的で使用する。 
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